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１. 井野地区の現状

人口：668 人 世帯数：342 世帯 高齢者率：59.34 ％ （令和元年度6月末現在、浜田市データより）

■推進組織：まちづくり推進委員会INOの動き

一昨年度策定した “井野の魅力ある地域づくり計画” では以下の３つの柱（地域ビジョン）を設定
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交流・定住・活力

環境・魅力・農林業振興

支え合い・安心

：多様な人々がつどい、語らい、暮らすことのできる、明るく元気な活力ある地域にする

：過去から受け継いできた地域に残る自然、文化、なりわいの魅力を再発見し、活かし、次世代に受けつぐ

：子どもから高齢者までが、お互いに支え合い、安心して生き生きと暮らせる地域にする

■地区の状況

３つの柱に沿って具体的な取り組みを計画・実践するために、地区内の自治会および各種団体が参画した

話し合いの場（拡大部会）を設け、まちづくり推進委員会INOの組織再編に着手



２.【公共交通空白地有償運送】運行開始から1年経過

■新規ドライバーの参画

■井野っ地号利用者の声

6月15日に行われた運転者講習会を経て、6名のドライバーが新たに加わりました。（総勢 26 名）

座学 実技

・戸口～戸口へ、重たい荷物も運んでもらえて助かる。

・ドライバーが顔見知りなので安心できる。

・行きたかった所に行けるようになって嬉しい。

・邪魔になっていた家の前の枝木を切ってもらえた。

井野っ地号の取り組みは、

単なる移動手段の１つではなく、

地域における人と人との繋がりを

深めている。



3.【公共交通空白地有償運送】運行計画の見直し

■6月1日より地区内輸送を開始！
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井野地区と三隅市街地の間の便を利用する際に、途中で一時下車して用事を済ませることが可能な
地区内の経由地（公民館、郵便局、JAのATM）を設定

井野地区内で移動できる平日便を新設

土、日、祝日開催の地区内行事における送迎便を新設

実現までのポイント！！ 取り組みに対する理解の輪が広がっています！！

利用者登録が1カ月の間に88名から

↓↓↓

131 名へ（2019年7月1日現在）

毎月1回実施している交通運営委員会
（役員・事務局・ドライバーが参加）

日々利用される方々の声を丁寧に集め、

毎月1回の交通運営委員会で、計画の見直しを要するもの

を話し合って整理してきたことで、次へと進めることが

できた。

運営委員、自治会、民生児童員、および福祉委員が

協力し、一戸、一戸訪問して利用案内を行っています。

利便性の向上だけでなく丁寧な取り組み内容の説明が

多くの住民の方々の理解を得ることに繋がった。

これまでは井野地区と三隅市街地の間の便しかありませんでしたが、以下のように地区内での移動も可能になりました！！


